落ちて いたので はない。 信玄が 死んで いる 事 さえ 半 信 

半 疑で、 戦前 稲葉 一 徹が 家康に 向い、 万 一 信玄が 生き 

ていて、 不意に 打って出たら、 どうす るかと 云い 出し 

て、 信 長に 叱られた 位で ある。 

とにかく、 武 田の 武名 は、 迷信 的に 恐がられ ていた 

き か 

ので ある。 信 長の 出発に 際して 之 を 危んだ 旗下の 諸将 

多く、 家康も 必勝 を 期せず、 子 信 康を岡 崎に 還らし め 

ん とした 位で ある。 

織田徳 川の 軍勢、 設 楽の 高原に 着く や、 信 長 (此時 

四十 二 歳) 自ら は 柴田勝 家 を 従えて、 設楽村 極楽 寺 山 

に 本陣 を 据えた。 嫡男 信忠 (年 十九) は 河 尻 秀隆を 従 



えて、 矢 部 村 勅 養 寺 附近の 天神 山に、 次男 北 畠 信 雄 は 

稲葉 一徹 属して 御堂 山に、 夫々 陣を 布いた。 更に 川上 

村 茶臼 山に は、 佐久間 右衛門 尉 信 盛、 池 田 庄三郎 信 輝、 

滝川 左 近将監 一益、 丹 羽長秀 なん ぞの 勇将が 控え、 以 

うじ さと ながよ し 

上 四 陣地の 東方に は、 蒲 生 忠三郎 氏郷、 森 庄蔵長 可、 

木 下 藤吉郎 秀吉、 明智 十兵衛 光秀 等が 陣 した。 都合 総 

勢 三 万で ある。 浅 井 朝 倉 を 退治した 信 長 は、 此 一戦 犬 

事と 見て ォ— ルス タ— • キャストで 来て いるので ある。 

家康 (年 三十 四) は 竹 広 村 弾 正 山に、 三 郎信康 (年 

十七) は 草 部 村 松 尾 大明神 鎮座の 山に 布陣した。 これ 

が 本営であって、 左翼の 先陣 は大久 保忠世 兄弟、 本 多 



長 ほどの 者が 引返そう や、 先方から 攻め 来る 時 は 如何、 

と 反対す るので、 馬場 等 は その 時 は 止む を 得ない、 一 

戦す るまでで ある、 と 答えた。 跡 部 等 は 嘲け つて、 そ 

の 期に 及んで 戦う も、 今 戦う も 同じで ある、 とやり 返 

した。 勝 頼、 今 は 戦う までで ある、 御 旗、 無楣に 誓つ 

て 戦法 を 変え じ、 と 云 つたので、 軍議 は 決定して 仕舞 つ 

た。 旗と は義光 以来 相伝の 白旗、 無 楣とは 同じく 源 家 

重代の 鎧，. 八領 のうちの 一 つ、 共に 武 田家の 重宝で あつ 

て、 一度、 これに 誓う 時 は、 何事 も 変ずる 事が 出来な 

ぃ捉 であった ので ある。 かくて 信玄 以来の 智勇の 武 

将 等の 諫言 も、 ついに 用いられず、 勝 頼の 自負と、 跡 



討死」 と 云い 棄 てて、 縁側から 馬に 打 乗り、 甲の 緒 を 

しめる を 遅し と 戦場に 馳せ 向った と 云う。 

勇将 猛士が 非戦論で ある 戦争が、 うまく 行く わけ は 

ない。 みんな 討死の 覚悟 を 以て、 無謀の 軍と 知りな が 

ら 戦った ので ある。 

勝 頼 戦い を 決する や、 長篠城 監視 を 小山 田昌 行、 高 

坂 昌澄等 二 千の 兵 を もって 為さし め、 鳶ケ 巣の 塁 以下 

五つの 砦に は 兵 一千 を 置いた。 そして 次の 如き 布陣 を 

行った。 織 田 徳川勢に 対して 正々 堂々 の 攻撃 を 為す つ 

もりで ある。 即ち、 浅 木 附近 大宫 表へ は 馬場 美 濃 守 

信 房 先鋒と して、 部将 穴 山 陸 奥 守 梅 雪 (勝 頼の 妹 知 耳) 



以下、 真田 源 太 左 衛門信 綱、 土屋 右衛門 昌次、 一 条右 

たいふの ぷなリ しもす そ 

衛門大 夫 信 就 等、 中央、 下 裾 附近 柳 田 表へ は、 内藤修 

理昌豊 を 先鋒と なし、 部将 武田 逍遥 軒信廉 (信玄 の 弟)、 

原 隼 人 佐、 安中 昌繁 等。 又 竹 広 表へ は、 先鋒 山 県三郎 

兵 衛昌景 承り 部将 武田左 馬 助信豊 (信玄 弟の 子)、 小山 

田 右兵衛 信 茂、 跡 部大炊 助勝資 等。 勝 頼 自ら は、 前衛 

望月 右近、 後衛 武田信 友、 同信 光 等と 共に 清 井田原の 

西方に 陣 した。 各 部隊 共 兵 三千、 総 軍 一 万 五 千で ある。 

各 部隊の 長 は 皆 勝 頼の 一門で あるが、 揃って 孰れ も 勝 

れた 大将で もな く、 この 戦い 敗れた 後 は 命 全うして 信 

州へ 逃げ帰った。 それに 引 代え、 軍の 先鋒 は 信 玄の秘 



貞昌、 父 子 無事 の 対面 は 涙ながら であった と 伝える。 

武 田の 本 軍、 鳶ケ巣 以下の 落城 を 知った が、 敵軍 を 前 

にして 今更 騎 虎の 勢い、 退 軍 は 出来ない。 天 正 三年 五 

月 二十 一 日の 暁 時 (丁度 五 時 頃) 武 田の 全軍 は 行動 を 

開始した。 初夏の 朝風に 軍馬 は 嘶き、 旗印 ははた め 

いて、 戦機 は 充満した。 此時、 織 田 徳川方で は 丹 羽 勘 

助 氏 次 等を監 軍と し、 前 田 又 左 衛門利 家 等が 司令す る 

三千の 鉄砲 組が、 急造の 柵に 拠って、 武田 勢の 堅 甲 を 

射抜くべく 待ち構えて 居た ので ある。 丸 山、 大宫を 守 

る 佐久間 右衛門 尉が 五 千騎に 向って、 浅 木 辺より 進軍 

する 武田勢 三千、 その 真 先に、 白 覆輪の 鞍 置いた 月 毛 



が、 信 房に 退 軍 をす すめに 来た 時には、 僅か 八十 人に 

討ちな されて 居た。 信 房 は 真田 兄弟が 防戦す る 間に 退 

いた。 明智の 部下 六 七 人が、 真田 兄弟の 働き 心に くし 

と 見て 迫る の を、 兵部丞 にっこり 笑って、 「滋 井の 末葉 

海 野 小 太郎幸 氏が 後裔 真田 一 徳 斎が 二 男 兵 部 丞昌綱 討 

ち 取って 功名に せよ」 と 名乗る や 三騎を 左右に 斬って 

棄 てた。 自分 も 弾に 中って 死んだ の だが、 兄 源 太左衛 

門 も 青 江貞次 三尺 三寸の 陣刀を ふり かぶり ふり かぶり、 

同じ 所で 討死した。 土屋 右衛門 尉 も、 池 田紀伊 守、 蒲 

生 忠三郎 の 備え を 横 合から 突崩した。 側の 一 条 右衛門 

大夫信 就に 向って 云う に は、 I 某 は 先月 信 玄公御 法 



大勢 は 既に 決した。 望月 甚八 郎、 山 県 討死の 処に乗 入 

れて 敗残の 兵 を 引上げし めようと したが、 弾丸 一度に 

九つ も 中り、 脚と 内冑 を 撃 たれて 果てた。 ここに 至つ 

て 甲斐の 武将 勇卒 概ね 弾丸の 犠牲と なり 終って、 武田 

勢 総 敗軍の 終局と なる。 敵 浮 足 立ったり と 見る と、 織 

田徳 川の 両軍 は 柵 外に 出で て 追撃戦に 移った。 信 長の 

使が 徳 川の 陣に 来って、 先陣せ よと 下知 を 伝えた 処、 

大久保 兄弟に 属して いる 内 藤四郎 右衛門 信 成、 金の 軍 

配 団扇に 七曜の 指 物 さした のが、 「我 主君 は 他人の 下 

知 を 受ける もので はない。 内 藤 承って 返答した りと 申 

されよ」 と 云った。 意気 昂 つて 鼻い きが 荒い ので ある- 
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